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Appendix

レイアウトとスケジュールの
最小ロール（尺）を作成 １日のスケジュール編成 カレンダースケジュール編成

体操.IPA

作業図面確認.IPA

所長挨拶.IPA

デザイナー コンテンツスケジューラー ターミナルスケジューラー

IP_STUDIOオペレーションフロー

予め配信･表示するコンテンツの準備をして下さい。

コンテンツ スケジュール

平日/土曜･日曜

何時～何時まで …等

平日.IPB

IP_STUDIOは効率よくコンテンツ配信を行えるように下記のモジュールで
構成されています。オペレーションフローの手順で配信ができます。

グループ1.IPC 

ファイル転送
サーバーへアップロード

ターミナルへの割付とカレン
ダースケジュール編成をします。

デザイナーで作成したIPAを
表示したい時間に設定します。

コンテンツを何秒表示するか、
どの順番で表示するかを設定
します。

IPA IPB IPC作成ファイル 作成ファイル 作成ファイル

コンテンツ（ファイル）
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Appendix

デザイナー メニュー･コマンドの説明

：サイネージの解像度を指定

：トラック（ロールの尺）の設定

イメージツール：画像のスクリーン上にレイアウトする
時に使います。デザイナーでは一番使
うツールです。

プロパティツール：マウスの右クリックで表示
プロパティ：画像のサイズを設定
ビューエディタ：簡単操作の編成ツール
ブラウザ設定：WEBブラウザの設定ツール
QRコード：QRコード生成ツール

動画のときはMPEG設定（音量設定ができます）
タイムラインはレイヤーを見ながら設定

･画像をどのタイミングで表示するか
･画像の重ね合わせ
･表示、非表示

ビューエディター
の起動

メニューからもできます

Windowsのエクスプローラを起動させて
コンテンツの詳細などを確認できます。

：コンテンツファイルは
実際に配信するコンテンツ
を格納します。

：共有フォルダーは
クラウド、ネットワーク
上のコンテンツを格納
しているところです。

ドラッグアンドドロップします。
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Appendix

コンテンツスケジューラー メニュー･コマンドの説明

簡易設定：指定時間内でロール（IPA)を繰り返して
表示する時に便利な機能

：デジタルサイネージのコンテンツ表示時間です。

デザインファイル：デザイナーで作成した
ロール（IPA）です。ここから
ドラッグアンドドロップします。

識別ファイルリスト：スケジュールされたIPA
のファイル名、名称、表示回数、表示時間が
確認できます。ファイル名をクリックするこ
とでIPAをデザイナーで確認できます。

IPAをドラッグアンドドロップ
するときに終了時間と次のIPAを
指定できます。
次のIPA指定は省略できます。

STB（サイネージ）のシャットダウン、
再起動時刻を指定できます。

簡易設定：面倒な設定がワンタッチでできます。

ドラッグアンドドロップします。
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Appendix

ターミナルスケジューラー メニュー･コマンドの説明

グループ選択：配信するサイネージのグループを選択します。

ファイル：上書き操作はいりません。ドラッグアンドドロップで自動で上書きします。

通常スケジュール：曜日、特定日をしてしてない場合
はこのIPBが毎日表示されます。

曜日指定；指定した曜日で表示されます。

曜日指定；その月の指定した曜日で表示されます。
日付指定：指定した日だけ表示されます。

コンテンツスケジュールで作成した
ファイルが格納されています。
ここからドラッグアンドドロップします。

グループの選択はターミナルで設定したグループ
に配信するための選択です。

ドラッグアンドドロップします。
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Appendix

ファイル転送 メニュー･コマンドの説明

ファイル：ファイルからコマンド操作はありません。

ファイル転送の確認：
□にチェックを入れると未使用の
ファイルが削除されます。転送が正常に完了すると［○］が［ー］になります。

転送ログボタンで転送のログ情報が確認できます。

転送はすでに一度行われている場合は
［ー］が表示されます。
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Appendix

ターミナル登録：サイネージのグループを指定します。

ファイルの関連を検査：
ファイルの関連チェックを行います。
ファイルがありませんなどのエラーが出た時に利用できます。

バージョン情報：IP_STUDIOのソフトウェアバージョンを
確認できます。

利用登録：IP_STUDIO利用時に最初に登録します。一括ダウンロード：複数PCでの
オペレーション時に利用します。

メンテナンス メニュー･コマンドの説明
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Appendix

モニター メニュー･コマンドの説明

モニター設定：
ログの保存期間とエラーの警報の

色を指定できます。

ターミナル一覧：
稼働中のサイネージの状況を
モニターします。
システム時刻：STBの時刻
プレーヤー時刻：IP_STUDIOプレーヤの時刻

などが確認できます。

ターミナル一ログ：
のサイネージの日別稼働状況を確認できます。
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